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1.　はじめに
　都市ごみ焼却施設においては、燃焼排ガス中
に含まれる窒素酸化物の高効率除去を目的とし
て脱硝反応塔が設置されていますが、その脱硝
反応塔に用いられる脱硝触媒の性能は、経年的
に低下します。触媒の脱硝性能が低下した場
合、新品と交換するか、脱硝性能の回復処理
（再生）を行ったものを再使用する必要があり
ます。
　従来、脱硝性能が低下した触媒は、脱硝反応
塔から取り出された後、再生工場へ輸送し再生
を行っていました。脱硝反応塔からの取り外し
から再生工場への輸送および再生処理、その後
の復旧までの工程に時間を要するため、触媒の
再生には、1～ 2ヶ月程度の休炉期間を設ける
必要があります。また、取り外しや輸送の間に

触媒が破損するリスクがあるため、2～ 3回程
度再生した後は、新品触媒を購入する必要があ
ります。
　当社は、従来の再生方法を根本的に見直し、
触媒を脱硝反応塔に設置したまま再生を行うオ
ンサイト再生システムを開発しました。
　本システムを導入することによりこれまで以
上の脱硝反応塔運転温度の低温化が可能となり
ます。脱硝反応塔運転温度の低温化に伴って生
じた余剰蒸気により発電量が増加できることか
ら、さらなる高効率発電に寄与するものです。

2.　本システムの概要
　本システムは、脱硝反応塔を循環系とするた
めの循環ダクト、脱硝触媒を加温するためのフ
ァンおよびヒータ、再生処理により生じる SO2
を除去するための SO2除去装置により構成さ
れます。

3.　本システムの原理
　触媒の脱硝性能の低下は、脱硝薬剤として燃
焼排ガス中に噴霧する NH3と燃焼排ガス中に
含まれる SO2との反応で生じる硫安および酸
性硫安が触媒に付着することによって起こりま
す。脱硝触媒を硫安および酸性硫安の分解温度
以上まで加熱すると触媒に付着した硫安および
酸性硫安が分解除去され、脱硝触媒の性能が回
復します。
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図 1　オンサイト再生システム模式図



JEFMA No.63［2015.3］

44

【分解機構】
　⑴硫安の分解反応（分解温度：約 280℃）
（NH4）2SO4 → NH4HSO4 ＋ NH3
　⑵酸性硫安の分解反応（分解温度：約 360℃）
NH4HSO4 → SO2 ＋ 1/3NH3 ＋ 2H2O ＋ 1/3N2

　硫安および酸性硫安を分解する過程で SO2
と NH3が発生します。発生した SO2は、消石
灰を充填した SO2除去装置で除去します。
　NH3は脱硝触媒の酸化作用により一部酸化
され、NOxとなります。生成された NOxは、
脱硝触媒の還元作用により、NH3と反応して、
無害な窒素と水に分解除去されます。

【発生ガス除去機構】
　⑴ SO2の除去反応
SO2 ＋ Ca（OH）2 ＋ 1/2O2 → CaSO4 ＋ H2O
　⑵ NH3の分解除去反応
　　① NH3の酸化反応（触媒による酸化）
　　　4NH3 ＋ 5O2 → 4NO＋ 6H2O
　　② NOの還元反応（触媒による還元）
　　　4NO4 ＋ NH3 → 4N2 ＋ 6H2O

4.　本方式の特長
①脱硝反応塔に触媒を収めたまま再生可能
②繰り返し再生可能（20回以上）
③短期間で再生可能（約 1週間）
④新設プラントだけではなく、既存の脱硝反応
塔にも導入可能
⑤ 1基の再生装置で複数の脱硝反応塔を再生可
能

5.　本方式のメリット
①再生コストを大幅に削減
②再生期間を大幅に削減
（従来：1～ 2ヶ月 ⇒ 本システム：約 1週間）
③触媒の取り外し、取り付け、移送時の破損リ
スクがなくなる
④再生にかかる煩雑な作業が不要
⑤触媒反応塔運転温度の低温化が可能
　排ガス再加熱蒸気量の低減⇒発電量の増加

6.　導入例
　2014年 5月、本システムの初号機をクリー
ンセンターかしはらに導入しました。その後、
順次脱硝反応塔の再生を実施し、3基中 2基の
再生を完了しています（2014年 12月時点）。
再生を実施した 2基については、全て脱硝性能
が新品同等以上まで回復しています。

【施設概要】
納入先：クリーンセンターかしはら
施設規模：85t/日・炉× 3炉
竣工年月：2003年 9月
導入年月：2014年 5月

【触媒分析結果】

再生前 再生後
図 2　触媒写真
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